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発 言 の 要 旨               （その１） 

１ 大規模災害から市民の生命と財産を守るために  

(1) 避難所において、感染症対策や人権を守るため、パーティションや段ボールベッ 

  ドなどの備蓄を抜本的に増やす考え   

 (2) 避難所に発電機やトイレカーなどを配備する考え 

 (3) ジェンダー視点での防災対策に取り組む考え 

 (4) 住宅耐震改修等事業の補助限度額を拡充し、住宅の耐震化を促進する考え 

 (5) 地域の防災訓練への参加を、市民に呼びかける考え 

 (6) 学校教育全体で防災教育に取り組む考え 

 

２ 中央公園再整備について 

 (1) 市民を交えての議論が徹底的に不足していると考えるがどうか。 

 (2) 第三回中央公園再整備検討委員会の案は、大規模な伐採は行わないで樹木を保全 

  するプランには該当しないと考えるがどうか。 

 (3) 高松工芸高等学校陸上部の選手たちが切望する、１周500メートル以上の土の路面 

  を確保する考え  

 (4) 中央公園においても、脱炭素政策に積極的に取り組む考え 

  

３ 公共施設の在り方について 

 (1) 花園コミュニティセンターの今後の整備スケジュール 

 (2) 花園コミュニティセンターと旧総合福祉会館のある敷地を、民間に絶対売却する 

  のではなく、敷地内にコミュニティセンターと総合福祉会館・男女共同参画センタ 

ーの機能を合わせ持つ、複合施設を建設すべきと考えるがどうか。  

 (3) 未利用地は市民の共有財産であることから、安易に売却するのではなく、住民の 

福祉の増進を図るために有効活用すべきであると考えるがどうか。  

 

４ 開発道路の維持管理について 

今後も安全に通行できるよう、水路蓋の全面的な改修を、本市の責任で実施すべき 



発 言 の 要 旨               （その２） 

と考えるがどうか。  

 

５ 気候危機対策について 

 (1) 本市でもＣＯＰ28の合意に倣って、2030年目標の引き上げなど、より強い脱炭素 

  政策を打ち出すべきと考えるがどうか。  

 (2) 是非、気候市民会議のような、市民参画の取組を行うべきと考えるがどうか。 

 (3) 新年度事業の概要  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


